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　前報（本研究報告第三号，1954）において蛙の腎臓の
フォスファタPゼの活性が冬眠中に高まることを報じ，
その理由として腎臓がおそらく冬眠中に特殊な機能を獲
得したと考えうべき事をあげ，且つそれが体液的支配に
よるのではないかと推測した。同じ様な現象が果して長
期間絶食した蛙でも見られるかを検するために本実験を
行った。
〔材料及び方法〕
　川崎市登戸附近にて6月初旬に採集した，体重15～28
9の蛙53匹を籠に入れ，流水中で食物を全くあたえず半
年間かい，12月下旬まで生存していた13匹について，前
報と同じ要領で腎臓の遊離燐酸及び，酸性，アルカリ性
フォスファターゼの活性をしらべた。但し今回は除蛋白
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は三塩化酷酸の10％溶液で行い，又比色はイトーの光電
比色計を用いた。’使用ブイルターは660mPtのものであ
る。筒蛙の体長及び口幅をもあわせて測定した。
　〔結果及び考察〕
　生存していた13個体中2個体はすでに筋肉も被刺戟性
をほとbど失い，麗死寸前の様であり，且つ測定値も異
常であったので対象から除外し，残るll個体についての
性別，口幅，体長，体重，腎臓の重量，腎組織中の遊離
燐酸量，及び酸性並びにアルカリ性フォスファターぜ活
性を表示すると第1表の如くであつた。無機燐酸の平均
値は50mg％で，前報の7～8月頃の正常な蛙で見出さ
れる量（55mg％前後）にほぼ等しく，これは正常な蛙
で見られる最小値である。12月頃の蛙の通常の平均値は
120mg％内外で，絶食後では無機燐酸量は甚しい減少
が起っているとも，7～8月の最少量から増加する事な
く，燐酸代謝が最低の状態でつづけられて来ているとも
考える事が出来る。いずれにせよ食餌をとらなかつた事
がその原因たるには変りはない。
　アルカリ性フオスファターゼの活性は5mgの組織ホ
モジュネ・一一トが，37°C1時間で，基質（グリセロ燐酸
ソーダ）から遊離する無機騰酸で示すと，平均71．Orで，
正常な蛙では7月では75γ，それから次第に増加し10月
末に最高値120丁前後となり以後減少して，12月末では
60r位に低下している。最低喧は冬眠後期における50r
前後である。アルカリ性フォスファターゼは腎臓におけ
る糖の再吸収に関係していると考えられているのである
から，正常代謝における最低活性にほぼ等しい活性度
が，絶食時にも見られたという事は，この実験における
様な半年間にもわたる絶食でも，腎臓はとも角も最低の
代謝機能を維持しつづけて来たと見徹すことが出来る。
　酸性ブォスファターゼ活性について見ると，遊離して
くる無機燐酸量は平均30．8γで，正常な蛙の場合7月に
は22γ位で，次第に減少して8月末には10．5γ位にまで
低下し，再び増加して冬眠初期の11月中旬に最高の45γ
位となり一度減少して翌年1月頃には30γ位となってか
ら再び3月には45γ前後にまで回復する。正常な蛙では
12月末の活性は31γ位と推定されるから，酸性フォスフ
ァターゼは絶食により何の影響もうけなかったとも思え
る。
　しかしながら絶食途次の変化についての調査を行って
いないから、通常の12月頃の蛙と同じ位の酸性フォスフ
アターゼ活性を示している事が内容的に同じであるかど
うかは，更に検討を必要としよう。
　前報に於て示唆した如く酸性フォスファターゼの活性
増加が，冬眠という苛酷な条件にたえるための新たなる
機能の付加という考えをうけいれるならば，絶食もまた
苛酷な条件である筈であり実質的には異るものであるか
もしれないが，共に生体の示す一踵の抵抗反応の所産で
あるとの考えもなりたつであろう。これが質的検討につ
いては後日を期したい。
〔要　約〕
　6月より12月初旬まで絶食させたトノサマガエル
（Rana　nigramaculata）の腎臓ブォスファターゼ活性
は酸性で平均38．8r　P／5mg　tissue／lhr．，アルカリ性は
71．OrP／5mg　tissue／1hr．，腎組織無機燐酸含有量は50
±25．2mg％であった。
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